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『
杉
よ
！

　
眼
の
男
よ
！
』
と

俺
は
今
、
骸
骨
の
前
に
起
つ
て
呼
び
か
け
る
。

彼
は
默
つ
て
る
。

彼
は
俺
を
見
て
、
ニ
ヤ
リ
、
ニ
タ
リ
と
苦
笑
し
て

ゐ
る
。

太
い
白
眼
の
底
一
ぱ
い
に
、
黒
い
熱
涙
を
漂
は

し
て
時
々
、
海
光
の
キ
ラ
メ
キ
を
放
つ
て
俺
の

顔
を
射
る
。

『
何
ん
だ
か
長
生
き
の
出
來
さ
う
に
な
い

　
輪
劃
の
顔
だ
な
あ
』

『
そ
れ
や
　
　
君

　
　
　
君
だ
つ
て
　
　

　
さ
う
見
え
る
ぜ
』

『
そ
れ
で
結
構
、

　
三
十
ま
で
は
生
き
度
く
な
い
ん
だ
か
ら
』

『
そ
ん
な
ら
　
　
僕
は

　
　
　
僕
は
君
よ
り
、
も
う
長
生
き
し
て
る
ぢ
や

　
な
い
か
、
ヒ
ツ
、
ヒ
ツ
、
ヒ
ツ
』

ニ
ヤ
リ
、
ニ
タ
リ
、
ニ
ヤ
リ
と
、

白
眼
が
睨
む
。

『
し
ま
つ
た
！

　
　
　
や
ら
れ
た
！
』

逃
げ
や
う
と
考
へ
て
俯
向
い
た
が

『
何
糞
ツ
』
と
、

今
一
度
、
見
上
ぐ
れ
ば

こ
れ
は
又
、
食
ひ
つ
き
度
い
程

あ
は
れ
を
し
の
ば
せ

微
笑
ま
ね
ど

惹
き
付
け
て
離
さ
ぬ

彼
の
眼
の
底
の
力
。

慈
愛
の
眼
、
情
熱
の
眼
、

沈
毅
の
眼
、
果
斷
の
眼
、

全
て
が
闘
爭
の
大
器
に
盛
ら
れ
た

信
念
の
眼
。

眼
だ
！
　
光
明
だ
！

固
い
信
念
の
結
晶
だ
、

強
い
放
射
線
の
輝
き
だ
。
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無
論
、
烈
し
い
熱
が
伴
ひ
湧
く
。

俺
は
眼
光
を
畏
れ
、
敬
ひ
尊
ぶ
。

彼
に
、

イ
ロ
が
出
來
た
と
聞
く
毎
に

『
ま
た
か
！

　
　
ア
ノ
眼
に
參
つ
た
な
』

女
の
魂
を
攫
む
眼
、

よ
り
以
上
に
男
を
迷
は
し
た
眼
の
持
主
、

『
杉
よ
！

　
眼
の
男
よ
！
』

彼
の
眼
光
は
太
陽
だ
。

暖
か
く
い
つ
く
し
み
て
花
を
咲
か
す
春
の
光
、

燃
え
焦
が
し
爛
ら
す
夏
の
輝
き
、

寂
寥
と
悲
哀
と
を
抱
き

脱
が
れ
て
汚
れ
を
濯
ぐ
秋
の
照
り
、

萬
物
を
同
色
に
化
す
冬
の
明
り
、

彼
の
眼
は

太
陽
だ
つ
た
。

遊
星
は
爲
に
吸
ひ
つ
け
ら
れ
た
。

日
本
一
の
眼
！

世
界
に
稀
れ
な
眼
！

彼
れ
の
肉
體
が
最
後
の
一
線
に
臨
ん
だ
刹
那
に
も
、

彼
は
瞑
ら
な
か
つ
た
。

彼
の
死
に
は
『
瞑
目
』
が
な
い
。

太
陽
だ
も
の

永
却
に
眠
ら
な
い
。

逝
く
者
は
、
あ
の
通
り
だ
　
　

そ
し
て

人
間
が
人
間
を
裁
斷
す
る
、

そ
れ
は

自
然
に
叛
逆
す
る
こ
と
だ
。

怖
ろ
し
い
物
凄
い
こ
と
だ
。

寂
し
い
悲
し
い
想
ひ
だ
。

何
が
生
れ
る
か
知
ら
？

凄
愴
と
哀
愁
と
は
隣
人
で
は
な
い
。

煩
悶
が
、

そ
の
純
眞
な
處
女
性
を

い
ろ
い
ろ
の
強
權
の
た
め
に
蹂
躪
さ
れ
て
孕
み
、

そ
れ
で
も
月
滿
ち
て
か
、
何
も
知
ら
ず
に
、

濁
つ
た
こ
の
世
に
飛
び
出
し
て
來
た

父
無
し
雙
生
兒
だ
。

孤
獨
の
皿
に
盛
ら
れ
た

黒
光
り
す
る
血
精
に
招
か
れ
て
、
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若
人
の
血
は
沸
ぎ
る
、
沸
ぎ
る
。

醗
酵
す
れ
ば
何
物
を
も
破
る
。

死
を
賭
し
て
の
行
爲
に
出
會
へ
ば
、

俺
は
、
何
時
で
も

無
條
件
に
、

頭
を
下
げ
る
。

親
友
、
平
公
高
尾
は
や
ら
れ
、

畏
友
、
武
郎
有
島
は
自
ら
去
る
。

今
又
、

知
己
、
先
輩
の

『
杉
』
を
失
ふ
　
　
噫
！

『
俺
』
は
生
き
て
る
。

　
　
や
る
？

　
　
や
ら
れ
る
？

　
　
自
殺
す
る
？

自
殺
す
る
爲
め
に
生
れ
て
來
た
の
か
。

や
ら
れ
る
爲
に
生
き
て
ゐ
る
の
か
。

病
死
す
る
前
に
　
　

や
ら
れ
る
先
手
に
　
　

瞬
間
の
自
由
！

刹
那
の
歡
喜
！

そ
れ
こ
そ
黒
い
微
笑
、

二
足
の
獸
の
誇
り
、

生
の
賜
。

『
杉
よ
！

　
眼
の
男
！

　
更
生
の
靈
よ
！
』

　
大
地
は
黒
く
汝
の
た
め
に
香
る
。

　
　
　
一
九
二
三
・
一
一
・
一
〇
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